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 井村  保 （中部学院大学 看護リハビリテーション学部） 

 

第7回日本難病医療ネットワーク学会学術集会 
（2019.11.16、九州大学） 

【ＣＯＩ開示】 
演題発表内容に関連し、演者らに開示すべき 
ＣＯＩ関係にある企業などはありません。 Faculty of  Nursing and Rehabilitation 

Chubu Gakuin University 

 

補装具費の支給申請と 

決定までのプロセス 

補装具費支給事務取扱指針について 

（平成１８年９月２９日 障発第０９２９００６号） 

（全文改正：平成３０年３月２３日 障発０３２３第３１号） 

  最終改正：令和元年９月２日 厚生労働省告示第１００号） 

Faculty of  Nursing and Rehabilitation 

Chubu Gakuin University 

補装具としての意思伝達装置（告示） 

種
目 

名称 基本構造 付属
品 

価
格 

耐用
年数 

備
考 

重
度
障
害
者
用
意
思
伝
達
装
置 

文字等走査 
入力方式 

意思伝達機能を有するソフトウェ
アが組み込まれた専用機器である
こと。文字盤又はシンボル等の選
択による意思の表示等の機能を有
する簡易なもの。 

簡易な環境制御機能が付加さ
れたもの 

高度な環境制御機能が付加さ
れたもの 

通信機能が付加されたもの 

生体現象方式 生体信号の検出装置及び解析装置 

補装具の種目、購入等に要する費用の額の算定等に関する基準 

（平成１８年９月２９日 厚生労働省告示第５２８号 

  最終改正：令和元年９月２日 厚生労働省告示第１００号） 

（略） 

Faculty of  Nursing and Rehabilitation 

Chubu Gakuin University 

補装具費支給決定までの流れ 

Faculty of  Nursing and Rehabilitation 

Chubu Gakuin University 

補装具費支給意見書 
（医師意見書） 

 

 補装具費支給申請書に 
添える書類として 
申請時に提出（原則） 

 

 意見書を作成できる 
医師（一定の要件がある） 

により作成 

 

Faculty of  Nursing and Rehabilitation 

Chubu Gakuin University 

（意見書を作成できる医師の要件） 

① 身体障害者福祉法第１５条第１項に基づく指定医（日
本専門医機構が認定した専門医又は所属学会認定の専
門医） 

② 指定自立支援医療機関の医師（日本専門医機構が認定
した専門医又は所属学会認定の専門医） 

③ 国立障害者リハビリテーションセンター学院で行う補
装具関係の適合判定医師研修会を修了している医師 

④ 上記と同等と認める医師（※） 
 （※）補装具費支給意見書のみで市町村が判断する種目に限る 

⑤ 保健所の医師 

⑥ 難病法第６条第１項に基づく指定医 
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Faculty of  Nursing and Rehabilitation 

Chubu Gakuin University 

（支給の申請及び判定） 

 判定依頼を受けた更生相談所は、申請のあっ
た身体障害者について 

（ア）義肢、装具、座位保持装置及び電動車椅    
  子に係る申請の場合は、申請者の来所
  により、 

（イ）補聴器、車いす（オーダーメイド）及び
  重度障害者用意思伝達装置にかかる
  申請で、補装具費支給申請書等により
  判定できる場合は、当該申請書により 

医学的判定を行い ・・・・  

直接判定 

文書判定 

Faculty of  Nursing and Rehabilitation 

Chubu Gakuin University 

（補装具費支給意見書の作成について） 

 補装具費支給申請書等により更生相談所が判
定する場合又は市町村が判断のうえ決定する
場合は、具体的には、医師が作成する様式例
第６号の補装具費支給意見書により判定する
こととなる。 

 

 身体障害者が、補装具費支給意見書を提出す
ることに代えて、更生相談所において判定を
受けることを希望する場合は、更生相談所に
おいて判定を行うこと。 

Faculty of  Nursing and Rehabilitation 

Chubu Gakuin University 

判定における医師意見書の役割 

 補装具判定の根幹は「医学的判定」 

 医師意見書（補装具費支給意見書）に求めるもの
は医療情報が最も必要な部分 

 直接判定をしない場合、常勤医のいない更生相談
所（行政）にとって最も得にくい部分 

 

 更生相談所で直接判定出来ない場合 

 市町村、（とくに難病の場合は）保健師、 
担当療法士、事前に関わっている業者（いれば）
などから様々な情報を集めて総合的に判定する 

Faculty of  Nursing and Rehabilitation 

Chubu Gakuin University 

判定方法と確認 

 直接判定（来所判定） 

 対象者が更生相談所へ出向くことは事実上不可能
な場合も多い 

 直接判定（訪問判定） 

 対象者の生活の場へ訪問することで、実際の利用
環境等の把握も可能 

 書類判定 

 医師意見書、独自の調査書等により判定 

 更生相談所の職員（理学療法士、作業療法士等）
が補足調査を行っている場合もある 

Faculty of  Nursing and Rehabilitation 

Chubu Gakuin University 

 

補装具費支給意見書の 

作成上の留意点 
（重度障害者用意思伝達装置編） 

Faculty of  Nursing and Rehabilitation 

Chubu Gakuin University 

意見書記入について 

 医師が作成 

 確定診断を行った医師、 
主治医からの情報を 
ふまえて記載 

 

 

 多職種・他機関連係で 
多面的な情報も必要な 
場合もある 

 

 

 作成医師が確認しサイン 

 

 

他院・他科へ依頼の場合には、
正しく、詳細に情報提供 

できれば試用評価を行い、 
事前評価票などがあるとよい 
 

① 

② 

③-１ 

③-2 

③-3 
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Faculty of  Nursing and Rehabilitation 

Chubu Gakuin University 

意見書の記載① 

障害名及び原因となった疾病・外傷名  

   

 ※ 障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律施行令で定める疾病 
 に該当（ □ する ・ □しない ） 

【注意事項】 
○障害者手帳を持たない難病患者の場合 
 補装具費を支給申請するためには、障害者総合支援法対象疾病であるこ
とが条件です。正しい疾病名および ☐ 欄の確認が必要です。 

 
○指定難病と障害者総合支援法対象疾病の疾病名の相違 
 （おそらく、重度障害者用意思伝達装置では該当しませんが） 
 難病法に基づく指定難病は、障害者総合支援法の対象疾病に全て含まれ
ているが、一部の疾病については、異なる疾病名を⽤いているためご留意

ください。「障害者総合支援法の対象疾病」での記載が必要です。 
（例）障害者総合支援法の対象疾病 ・・・ 関節リウマチ 
   難病法の指定難病 ・・・・・・・・ 悪性関節リウマチ 

障害名及び原因となった疾病・外傷名  

  筋萎縮性側索硬化症 

 ※ 障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律施行令で定める疾病 
 に該当（ ☑する ・ □しない ） 

Faculty of  Nursing and Rehabilitation 

Chubu Gakuin University 

意見書の記載② 

意思伝達装置の適用となるか確認する欄です。 

 指針における対象者（重度障害者用意思伝達装置・全般）に合
致しているか？ 
 重度の両上下肢及び音声・言語機能障害者であって、重度障

害者用意思伝達装置によらなければ意思の伝達が困難な者。 
 難病患者等については、音声・言語機能障害及び神経・筋疾

患である者。 

 急速な進行が想定されるか？ 

 気管切開、人工呼吸器の装着しているか？ 

障害・疾患等の状況 （注：下記補装具を必要と認める理由が明確となるよう記載する。 

                難病患者等については、身体症状等の変動状況や日内変動等に 
                ついても記載する。） 

Faculty of  Nursing and Rehabilitation 

Chubu Gakuin University 

対象者について 

 重度の両上下肢及び音声・言語機能障害者 

（目安）四肢体幹機能障害１・２級 

    音声・言語障害３級 

 重度障害者用意思伝達装置によらなければ意
思の伝達が困難な者 

 携帯用会話補助装置（キーボード、タッチパネル
での文字入力）、 
手指等による文字盤の使用可能 ⇒ 非該当 
 使用が短時間のみ可能でも、意思を伝えるための十分な

時間の使用が困難であれば、使用困難と判断 ⇒ 該当 

 透明文字盤との併用は妥当（許容） 
 Faculty of  Nursing and Rehabilitation 

Chubu Gakuin University 

対象者について（難病患者等の場合） 

 難病患者等については、音声・言語機能障害
及び神経・ 筋疾患である者。 

 

⇒ 手指の運動機能が喪失前でも支給可能。 
これにより、音声･言語機能障害があれば、多少
のキー入力がまだ可能な段階であっても、走査入
力方式（入力スイッチ式）の意思伝達装置の対象
になることになる。 

【Point】 
身体障害手帳の有無にかかわらず、「対象疾病」であれば、
「重度の両上下肢機能障害」の要件が緩和されています。 

Faculty of  Nursing and Rehabilitation 

Chubu Gakuin University 

ALS等における配慮（留意事項） 

 担当者会議資料  

 筋萎縮性側索硬化症等の進行性疾患においては、
判定時の身体状況が必ずしも支給要件に達してい
ない場合であっても、急速な進行により支給要件
を満たすことが確実と診断された場合には、早期
支給を行うように配慮する必要がある。 

⇒ 「音声・言語機能障害」に至る前でも、その
時期が近いと判断されれば対象に成りうる。  

 

障害者の範囲への難病等の追加に係る 
自治体担当者会議（平成25年2月1日開催）資料 

【Point】 
「急速な進行により支給要件を満たすことが確実」な場合は、
「音声・言語機能障害」の要件が緩和されています。 
 

Faculty of  Nursing and Rehabilitation 

Chubu Gakuin University 

急速な進行の見通し 

 急速な進行 ＝ 極端な早期支給にならないように
留意することが必要 

 

 あくまでも間もなく「重度の両上下肢及び音声・言語機能
障害者」またはそれに近い状態になると、専門医（脳神経
内科医等）が診断した場合に対象となる障害状況 

 

 一つの目安としては、毎年更新が必要な特定疾患医療受給
者証の更新時に専門医を受診したときに、次回更新（1年
後）までには、必要な状態になると判断されること 

  
【Point】 
対象者の病状の進行の過程や、気管切開をともなう人工呼吸
器の装着予定なども考慮することになります。 
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Faculty of  Nursing and Rehabilitation 

Chubu Gakuin University 

意見書の記載② 

【よくない例】 

障害・疾患等の状況 （注：下記補装具を必要と認める理由が明確となるよう記載する。 

                難病患者等については、身体症状等の変動状況や日内変動等に 
                ついても記載する。） 
 

 両上下肢及び音声・言語機能に障
害がある 

ＡＬＳであり、今後進行して、両
上下肢及び音声・言語機能に障害
がみこまれる 

【よい例】 

手の可動域がほとんどなく、指先
がわずかに動く程度。 
かすかに単語レベルで発声はでき
るが、口元でかろうじて聞き取れ
る程度。 

ＡＬＳであり、指先がわずかに動
く程度。現時点では多少の発語は
可能であるが、呼吸機能の進行が
早く、半年程度で気管切開により
音声・言語機能を喪失する見通し。 

進行見通しが不明 

障害程度が不明 

Faculty of  Nursing and Rehabilitation 

Chubu Gakuin University 

意見書の記載③-１ 

【必要と認める補装具】 
補装具の種目、名称 
 
【よくない例】 
 
 
 
 
 
 
 
【よい例】 
 
 
 
 

意思伝達可能なパソコン 

伝の心 

重度障害者用意思伝達装置・文字等走査入力方式 

重度障害者用意思伝達装置（生体現象方式） 

不完全（抽象的）な表現でなく 
告示に沿った表記が必要です。 

特定の製品名はこの欄ではなく 
処方欄への記載になります。 

【Point】 
告示にある 
 「基準、名称」 
で記載してある 

Faculty of  Nursing and Rehabilitation 

Chubu Gakuin University 

意見書の記載③-2 

【必要と認める補装具】 
処方 （注：借受けが必要な場合はその理由が明確となるよう記載する。） 

 
【よくない例】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ノートパソコン型意思伝達装置、 
スイッチ 

不完全（抽象的）な表現でな
く、告示（基準）との対応が
不明である。 

文字等走査入力式（環境制御機
能あり）、 
帯電式入力装置（スイッチ）、 
呼び鈴 
 

呼び鈴分岐装置や、入力装置
（スイッチ）には固定具が必
要なのに記載されていない。 
 
※必要ない入力装置もあります 

生体現象方式 
視線検出装置 

各々基準に記載されているが、
成立しない組み合わせ。 

Faculty of  Nursing and Rehabilitation 

Chubu Gakuin University 

指針における対象者（付加機能別） 

 文字等走査入力方式（簡易なもの） 
 操作が簡易であるため、複雑な操作が苦手な者、若しくは

モバイル使用を希望する者。 
 

 文字等走査入力方式（簡易な環境制御機能 
若しくは高度な環境制御機能が付加されたもの） 
 独居等日中の常時対応者（家族や介護者等） 

が不在などで、家電等の機器操作を必要とする者。 
 

 文字等走査入力方式（通信機能が付加されたもの） 
 通信機能を用いて遠隔地の家族等と連絡を 

取ることが想定される者。 
 

 生体現象方式 
 筋活動（まばたきや呼気等） 

による機器操作が困難な者。 

対応製品はなくなりました 

【Point】 
介護者との関係、負担軽
減をふくめての使用効果
での判断となります。 

Faculty of  Nursing and Rehabilitation 

Chubu Gakuin University 

付加機能を規定した背景（社会変化へ対応） 

 環境制御機能 

 他者へ「欲求の伝達（要求）」という意思伝達の
目的は「欲求の実現」という結果である 

⇒ 他者が介在することなく「欲求の実現」ができる環境制
御機能を否定する合理的理由はない 

 

 通信機能 
 現在では、パソコンや携帯電話でのメール機能が
広く普及し、目の前にいない人への当たり前のコ
ミュニケーションは一般的である 

⇒ 意思伝達装置の利用でも、目の前だけでなく、メールに
よる遠隔地の人への意思伝達を否定する合理的理由はない 

 

Faculty of  Nursing and Rehabilitation 

Chubu Gakuin University 

意思伝達装置と付属品 

イラスト引用：「重度障害者用意思伝達装置」導入ガイドライン 

（日本リハビリテーション工学協会（編） 

  http://www.resja.or.jp/com-gl/ 

【Point】 
必要な付属品も
指定します。 
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Faculty of  Nursing and Rehabilitation 

Chubu Gakuin University 

意見書の記載③-２ 

【必要と認める補装具】 
処方 （注：借受けが必要な場合はその理由が明確となるよう記載する。） 

 

【よい例（レベル②）】 
 
 
 
 

 
文字等走査式 
（通信機能が付加されたもの） 
固定台（自立スタンド式） 
 
接点式入力装置 
入力装置固定具 
 
呼び鈴 
呼び鈴分岐装置 

伝の心 
 
アシスタンド２ 
 
ジェリービーンスイッチ 
スタンダードアーム 
 
小電力型ワイヤレスコール接点入力送信器 
＋小電力型ワイヤレスコール卓上型受信器 
スイッチパートナーSX 

【よい例（レベル①）】 

【Point】 
加えて、 
製品の選定まで
できている 

【Point】 
処方が基準に合致している 

判定時に、処方（選定した製品）が、
変更される場合もあります。 

【Point】 
入力装置の固定方法の補足説明や 
写真（動画）などがある方が、（書
類判定には）のためにはよりよい。 

Faculty of  Nursing and Rehabilitation 

Chubu Gakuin University 

（処方箋を別紙としている例） 

出典：「重度障害者用意思伝達装置」導入ガイドライン 

（日本リハビリテーション工学協会（編） 

  http://www.resja.or.jp/com-gl/ 

【Point】 
基準を予め記載してある。 
・□ を☑して選択 
・右欄に機種名を記載 

【Point】 
処方は、医師でなく、 
リハ職等が行うことも可能。 
（十分な適合・評価のためには
その方が好ましい場合も多い）。 
業者に任せきりにならないよう
に注意。 
 

【著者】日向野和夫 
【医療監修】田中勇次郎 
ISBN 
978-4-89590-577-0 
本体価格：2,800 円 
（三輪書店） 

Faculty of  Nursing and Rehabilitation 

Chubu Gakuin University 

意見書の記載③-３ 

【必要と認める補装具】 
使用効果見込み（注：借受けが必要な場合は借受け期間及び効果が明確となるよう記載する.） 

 
【よくない例】 
 
 
 
 
 
 
【よい例】 
 
 
 
 

意思伝達装置を用いるこ
とで意思伝達が可能 

コミュニケーションが可能 

スイッチ操作により、文字を綴るほか、メール送
信や、呼び鈴を鳴らすことが可能であり、予め作
成した文書を介護者に伝達できる。 
介護者も、常時付き添いが不要になり、介護負担
の軽減になる。 

コミュニケーション（意思
伝達）が可能になることは
必須であるが、付加機能を
含めた具体的な効果がわか
らない。 

【Point】 
処方内容（先ほどの
例示）に基づいた効
果見込みを記載。 
 

Faculty of  Nursing and Rehabilitation 

Chubu Gakuin University 

（事前評価を別紙としている例） 

出典：「重度障害者用意思伝達装置」導入ガイドライン 

（日本リハビリテーション工学協会（編） 

  http://www.resja.or.jp/com-gl/ 

【Point】 
単なる使用効果の見込
みだけでなく、 
・試用状況 
・ニーズの確認 
・介護者の負担 
も確認して記載する
チェックリスト 
 

Faculty of  Nursing and Rehabilitation 

Chubu Gakuin University 

参考サイト集（井村研究室・意思伝達装置研究） 

いむらぼ（井村研究室） 

（ https://rel.chubu-gu.ac.jp/ca-research/ ） Faculty of  Nursing and Rehabilitation 

Chubu Gakuin University 

制度の最新情報（厚生労働省＞福祉用具） 

（所管）社会援護局障害保健福祉部企画課自立支援振興室 
  http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/ 
      hukushi_kaigo/shougaishahukushi/yogu/ 


